
平成30年度 北海道指導農業士・農業士称号贈呈
平成31年２月19日に北海道指導農業士・農業士

の称号贈呈式が札幌市で開催されました。宗谷から
は農業士に豊富町の山本政人氏(33歳)が認定されま
した。
「自己研鑽によって経営の安定化に取り組み、酪

農や農村生活の魅力を外部に発信していきたい。同
時に、研修生の受け入れ体制を整えることによって
担い手の育成や確保にも取り組みたい。また、地区
や管内の指導農業士・農業士会の皆さんとも連携を
深めて地域農業の発展、活性化に力を注ぎたい。」
と抱負を語っていただきました。
今後、ますますの活躍が期待されます。
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杉江 賢二（空知農業改良普及センター本所へ）
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おしらせ 本紙掲載ホームページ
のＱＲコードについて

スマートフォン・タブレットからＱＲ
コードリーダーを立ち上げ、読み込ま
せると本紙掲載ページが開きます。

ア リチグ ンネルヤ

豊富町4Ｈクラブ 天塩町の牧場を視察
効率的な経営を学ぶことをテーマに天塩町の２

牧場の視察を実施しました。
視察先は経産牛頭数40～50頭の家族経営で、良

質粗飼料の収穫に力を入れることで高収益を実現
されていました。両農場とも牛が食べない牧草を
収穫する労力やコスト削減の意識と、無駄を削減
する工夫として、草地の7割以上の3回刈りの実施
や、放牧草の草量を計測して適正な放牧圧での放
牧が行われていました。
クラブ員からは、たくさんの質問が挙がり積極

的に学ぶ姿勢が見られ、自分の農場に合った経営
を考えるきっかけになりました。

宗
谷
農
業
改
良
普
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
通
巻
3
５
号
（
令
和
元
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6
月
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0
日
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バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
宗
谷
普
及
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

～ 春一番！追播作業はりきってます ～

撮影地 稚内市増幌地区

「コツコツと草地にペレニアルライグラス
を追播する若い兄弟経営者。
良い草、良い牛、良い牛乳！を合い言葉
にがんばっています」

今
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紙
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つりや きよし

たなか いたる

たていし あいち

お世話になります。

よろしくお願いいたします。

技術の特集 ～必ずやろう発電機の試運転～
●発電機のメンテナンス、定期点検
●電源切り替え方対応の共有
■地域の結びつきと備えが災害対応の決め手



確
立
し
よ
う
！
停
電
に
強
い
酪
農
場

地域の結びつきと備えが災害対応の決め手

お
知
ら
せ

北
海
道
農
政
部
か
ら｢

酪
農
経
営
に
お
け
る
停
電
対
策｣

も

各
農
場
に
配
布
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
、
ご
一
読
頂
き
、
い

ざ
と
言
う
と
き
の
備
え
に
活
用
く
だ
さ
い
。
（W

E
B

：
北

海
道
農
政
部
停
電
対
策
で
検
索
く
だ
さ
い
）
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宗
谷
で
は
今
年
度
、
発
電

機
の
リ
ー
ス
整
備
な
ど
対
応

が
一
気
に
進
ん
で
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
導
入
し
た
発
電

機
で
す
。
ど
の
よ
う
に
使
う

の
か
？
い
ざ
と
い
う
と
き
に

動
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

無
い
よ
う
、
メ
ー
カ
ー
か
ら

し
っ
か
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

稼
働
方
法
を
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

３

全
員
で
切
り
替
え
方
法
を
共
有

１

稼
働
確
認
は
必
須
で
す

２

接
続
方
法
を
明
記

コントロールボックス内側につなぎ方を明記

三相線は赤・
黒・白に分か
れています

４

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
習
慣
化

い
ざ
、
発
電
機
を
接
続
す
る
場
合
、
３
相
電
源

は
つ
な
ぎ
方
を
間
違
え
る
と
、
モ
ー
タ
ー
の
磁
界

が
逆
転
し
、
機
械
の
破
損
に
つ
な
が
り
ま
す
。
余

計
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
自
家
の

接
続
手
順
を
切
替
盤
の
ボ
ッ
ク
ス
に
記
載
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

収
穫
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
使
う
前
に
行
い
ま
す

が
、
発
電
機
は
基
本
、
定
期
的
に
期
日
を
決
め
て
忘

れ
ず
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ま
す
。
１
ヶ
月
に
1

回
・

半
年
に
1

回
行
う
な
ど
習
慣
化
が
必
要
で
す
。

定
期
的
な
オ
イ
ル
交
換
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
な
ど

常
に
稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ミ
ル

カ
ー
や
バ
ル
ク
側
の
ヒ
ュ
ー
ズ
な
ど
部
品
の
再
点
検
も

併
せ
て
行
い
ま
す
。

設
置
場
所
、
燃
料
の
入
れ
方
、
配
線
コ
ー
ド
の

場
所
、
つ
な
ぎ
方
・
切
り
替
え
の
必
要
な
流
れ
を

確
認
し
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く
こ
と

で
、
発
電
機
へ
の
対
応
が
身
に
つ
き
ま
す
。
家
族

だ
れ
で
も
分
か
り
立
会
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

す
。

整備した発電機、始動できるか？

早く確実な設置作業が求められる

搾れるか？

実
際
に
発
電
機
の
接
続
稼
働
を
知
る
こ
と
が
大
切

コ
ラ
ム
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停電前後の出荷乳量（8月下旬の日乳量を100とした％）

JA東宗谷 JA宗谷南 宗谷総合振興局計

宗
谷
南
農
協
で
は
、
合
併
前
か
ら
枝
幸
・
歌

登
の
両
地
区
で
酪
農
振
興
（
集
落
行
事
が
主
な

活
動
）
の
活
動
組
織
が
既
に
編
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

「
災
害
や
気
象
災
害
に
対
応
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
」
を
望
む
生
産
者
の
声
を
も
と
に
、

○
特
定
の
地
区
で
発
生
し
た
災
害
等
に
つ
い
て

は
、
地
区
代
表
か
ら
農
協
に
連
絡

○
農
協
か
ら
地
区
代
表
に
状
況
報
告
の
依
頼

を
迅
速
に
行
う
た
め
に
災
害
緊
急
事
態
対
策
連

絡
機
構
を
整
備
し
、
地
区
毎
に
「
農
業
地
域
協

議
会
」
と
し
て
、
緊
急
時
へ
の
対
応
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

農
協
は
収
集
し
た
各
災
害
情
報
に
基
づ
き
、

職
員
の
現
地
対
応
や
、
必
要
に
応
じ
関
係
機
関
へ

の
依
頼
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地

区

代

表

と

の

連

絡

体

制

を

整

備

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
地
域
の
生
産
者
の
連
携
、

非
常
体
制
の
整
備
、
早
期
の
情
報
収
集
と
判
断
が
重

要
と
言
え
ま
す
。

表１

Ｊ

Ａ

宗

谷

南

平
成
16

年
に
発
生
し
た
台
風
18

号
や
平
成
24

年
末
の
暴
風
雪
被
害
を
教
訓
に
、
リ
ー
ス
会
社

２
社
と
停
電
時
の
発
電
機
の
借
入
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
停
電
が
発
生
し
た
場
合
は
「
ほ
く
で

ん
」
浜
頓
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
よ
り
連

絡
が
来
る
体
制
と
し
、
そ
れ
を
受
け
農
協
内
部

に
非
常
時
の
連
絡
体
制
と
し
て
「
暴
風
雪
等
災

害
に
お
け
る
生
乳
集
荷
連
絡
体
制
」
を
整
備
し

ま
し
た
。
実
際
の
動
き
は
、

○
「
ほ
く
で
ん
」
・
町
村
と
の
施
策
協
議

○
交
通
網
の
整
備

○
生
乳
集
荷

の
３
部
門
の
班
が
連
携
し
な
が
ら
対
策
を
行
う

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30

年
の
大
規
模
停
電
発
生
時
に
は
町
村

で
の
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
前
に
組
合
長
に

連
絡
を
と
り
、
事
前
に
対
応
体
制
を
稼
働
さ
せ

た
こ
と
が
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

事

前

の

備

え

と

迅

速

な

情

報

収

集

・

判

断

Ｊ

Ａ

ひ

が

し

宗

谷

!!

集

特

の

術

技

平
成
30

年
９
月
に
発
生
し
た
大
規
模
停
電
で

は
宗
谷
管
内
で
も
生
乳
生
産
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

し
か
し
事
前
の
備
え
や
迅
速
な
判
断
に
よ
り

災
害
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
（
表
１
）
。

２
つ
の
農
協
に
災
害
へ
の
対
応
整
備
の
状
況
に

つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

｢

あ
の
日
を
忘
れ
な
い
！｣

平
成
三
十
年
九
月
六
日
未
明

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
お
き
、
全
道
が

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
宗
谷
で

は
四
十
時
間
余
り
の
停
電
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
牛
舎
で
何
が
起
こ
っ
た
か
を
改
め

て
ふ
り
か
え
り
、
停
電
の
教
訓
と
し
て
危
機

意
識
を
持
ち
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

停
電
は
、
明
日
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

十
年
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
牛
と
経
営
を
守
る
方
法
を

前
も
っ
て
備
え
て
お
き
ま
す
。

発
電
機
等
に
関
す
る
知
識
は
後
継
者
に
も

備
え
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
忘
れ
が
ち
な
停
電
へ

の
備
え
。

発
電
機
は
人
が
動
か
し
て
初
め
て
牛
と
生

乳
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

人
の
心
構
え
も
、
発
電
機
と
と
も
に
重
要
で

す
。


